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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業大

臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 X 0164-6：2026 
 (ISO/IEC 19770-6：2024) 

情報技術－IT アセットマネジメント－ 

第 6 部：HWID タグ 

Information technology-IT asset management- 

Part 6: Hardware identification tag 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 19770-6 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

0.1 概要 

IT アセットマネジメントのための JIS X 0164 規格群は，ソフトウェア，ハードウェア，及び関連する IT

アセットを管理するためのプロセス及びテクノロジの両方を対象としている。今日の世界のほとんど全て

の活動にとって IT は欠かせない要素である。そのため，JIS X 0164 規格群は，全ての IT 機能に密接に統

合されている。ハードウェア識別（HWID）タグは，財務又はコンプライアンスに焦点を当てた，ITAM プ

ロセスの適用範囲外の他の管理機能を支援する能力をもつ。技術の見方からは，情報構造の ITAM 規格は，

ソフトウェア及びハードウェアの管理データの相互運用性と，ソフトウェアの管理とハードウェアの認証

とにおけるより効果的なセキュリティなど，多くの関連する便益の基礎となるものを提供する。情報構造

のための ITAM 規格は，ソフトウェア認証の改善，並びにハードウェア自動検出及び軽減のような，IT 機

能の大幅な自動化を容易にする。 

0.2 この規格の目的 

この規格は，HWID タグの日本産業規格である。HWID タグは，ハードウェア製品に関するハードウェ

ア識別情報，及び／又は複数のハードウェア製品のシステム構成を含む標準化されたデータ構造であり，

新しい自動化された管理機能をサポートする。HWID タグ構造で提供される製品情報は，多くの場合 XML

データファイルで提供されるが，管理されるコンピュータデバイスによっては，同じ HWID タグ製品情報

に他の方法でアクセスできる場合もある。 

HWID タグは，HWID タグ製作者（例えば，ハードウェアの開発及び配布を行うハードウェア製造業者）

によって作成される。HWID タグデータは，HWID タグ利用者によって利用される。例えば，様々な目的

のために物理デバイス又は仮想デバイスから情報を収集するインベントリツール又はサービスである。 

この規格は，在庫管理，構成管理，ハードウェアセキュリティ又はロジスティクスを目的として，HWID

タグの使用及びそれらのタグを利用するアプリケーションを通じて，IT プロセスの自動化を促進すること

を目的に開発された。この規格には，人間の理解を容易にする情報（機種及びバージョン名のような）が

含まれているが，専門家又は汎用ツールに組み込まれている自動化機能を使用せずに，HWID タグの作成，


